
烏まで， 162 km 

の全行程を 9 時

間余で毎日直通

使を五1i転してい

るが，冬期は雪

のため，城端以

遠は主E転を休止

する。なお金沢

から美濃白鳥ま

で 1 日 2 往復パ

スの車体に郵便

ポス ト を取付け

て郵便物の速迷

を図り ，利用者

から好評を得て

いる。さらに加越能鉄道と金沢 ・ 梼原間およひ福光 ・ 小牧緩堤

防!にかぎり普通および回数乗車券所持の旅客については相互乗

車の取扱をしている。

M線には深谷鉱泉 ・ 高窪鉱泉， 大牧視泉があり ， ことに小牧

Jtll:Jjjkの対岸にある大牧温泉は金沢から直通使で 2 時間半， 福光

から 1 時間乗車しさらに小牧寝堤から庄川を波船で 40 分の行

程である。庄川i流成は電源地祐として， 越中五箇山は金白南線

の白川郷とともに大家族村として有名である。 一」移動ポスト。

(西山消氏)

きんむおよびきゅうかきてい 勤務および休暇規程 国鉄

職員の勤務方法，休日 ・ 休暇等に際lする規程。正式には 日本国

有鉄道職員勤務および休暇規程という。職員の勤務に関する諸

条件は，職員にと って給与とともにも っ とも主要な労働条件で

ある。労働基準法の大部分が勤務条例 に|到する規定で占められ

ていることも ， このJ;1JI由カJ らである。したがって職員の労働条

件の基本をなす就業規則の主要部分は勤務に関するもので占め

らるべきである。

日本国有鉄道就業規則l第 l 条において， L 日本閣有鉄道の職

員はその就業にl刻しては， べつに法令および令違によるのほか，

この規則の定めるところによる1 となっていて，勤務および休

暇規程は L別に定める令違1 の l つであるから，形式的にはこ

の規程が就業規則に優先し，結果的には国鉄職員の勤務につい

ての就業規則としての効力をもっている。また就業規 tliJ中にも

第 3 :l主， 勤務として，勤務にl刻する規定は設けられている。

この規程は，総目IJ と各員IJ とに大見IJ され， 総貝IJには勤務一般，

年次有給休暇， 就業制限。各則には非現業職員と現業職員の勤

務を定め， 後者をさらに工場等勤務職員， 駅区等勤務職員， 乗

務員および船舶関係職員に区分 して，それぞれの勤務の特性に

応じて定められている。(白井一美)

きんむけいかく 勤務計画 本社 ・ 支社 ・ 鉄道管理局または工

i易等のように， そこに勤務する者がほとんど日勤者であって，

しかもその 日によ って作業の分担が変ることがないという場合

には， その日その日の作業と人との関係について絡別に勤務の

計画をたてる必要はないが， 駅員や梁務員等のように昼夜を分

たず列車の運転に関係をもち， 人や物の輸送に[直接関係をもっ

部門では，いろいろと作業と人との|刻係について考慮をはらい，

人の配置と働かせ方をより計画的に迩ばねばならない。そこに

は駅は駅なりに綴l誕l区は軽量関区なりに勤務の計画が立てられる。

このよう な計画を勤務計画という。勤務計画の上で多く用いら

れるのはつぎの用語である。

1 勤務割 日々について出番， 休日，休暇等を予定し，

きんむじかん

出番についてはさらに作業分担や勤務極別ま で定められる場合

もあり，通常は大きい表を用いて 10 名 20 名とまとめて書きこ

めるようになっているが， 様式は統一されたものではなく ， そ

の箇所の突mに応じた内容のも のが月礼、 られ 1 表に 1 箇月分

がßtきこめるようになっているものが多い。

2 乗務割 梁務員についてのいわゆる勤務測であり ， そ

の者が欠勤をしたり休暇をとったりしなければ， どういう順序

で来務をし， 何回に休日をうけるかが 1 目 でわかるように乗

務すべき行路番号と ， 休日や非番目または予備勤務の日等が割

りふられている。

3 1 勤務 あらかじめ割りふられてある勤務の始業から

終業ま での意である。乗務員が相当長い乗務をする場合は， 行

先地で勤務を打切り，往と復とをそれぞれ l 勤務とすることも

ある。

4 1 行路 乗務員についてのいわゆる l 勤務のことであ

り ，後関区ではこれを 1 仕業または 1 交番とも呼んでいる。

5 行路表 l 行路ごとに番号を付 し， これを通常番号順

に配列した表である。 機関区ではこれを交番表または仕業表の

名で呼んでいる。

6 乗務員連行表 機関区でm~、られている用誌で， 乗務員

が乗務する交番のjl顕 F'f をì9とめたものである。(白井一美)

きんむじかん 勤務時間 国鉄の勤務および休暇規程では， 勤

務時間の定義は必ずしも 明確にされていないが， 同規程におい

て特別に実働時聞をきしていう場合には， L休愁時聞を除いて

0時間1 とか， L災働0時間1 とかいう表現をしているので，

単に勤務時間という場合には， 拘束勤務時間を指すものとも解

される。(労働基準法では，労働時間 という場合， それは笑働時

間を指すことがはっきりしている)。

用語としての勤務時間という概念は， 必ずしも明確にされて

いないが， 通常これはつぎの 2 つの窓義に用いられている。

1 拘束勤務時間 いわゆる勤務につくために拘束されてい

る時聞を指すもので， 始業から終業まてJの休百五時間等を含めた

1 勤務の長さをし、う。

2 実働時開 始業から終業までのいわゆる拘束時間から，

休憩時間や睡眠時間等を除いたものを指す。

単に勤務時間というのに対し，その頭に平均とか隙準とかし、

う 言葉を冠して用いる場合がある。

1 平均勤務時間 l 迎平均勤務l時間 と 1 日平均勤務H寺間! と

があり，前者は 4 迎聞の勤務時間の総数の干を指し，後者は 1
週平均勤務時間のtを指すものである。 宅

2 標準勤務時間 乗務員についてのみ用L、られる用語であ

る。乗務員についても 1 日平均勤務時間があるにもかかわらず，

あえて標準という 言楽を使っていることは， 日々の勤務を予定

する際に! 4 過を平均して各自の勤務時聞が 1 日 平均勤務時間

と一致するように，それを目僚として作成するのであるが， し

かし目標から多少のずれが生じても ， これを正規の勤務時間と

し ， 超過勤務にも勤務不足にもしない というたてまえから出て

きた用語てずある。しかし，労働基準法により 4 迎を平均して

1 日 81時間をこえる勤務時間は罰されなくなっている。

乗務員(次項にいうl1:lI関土 ・ 電車運転士等を除く)の勤務時間

は，規程の上でっきeのように分けられている。

1 乗務時間 乗車して勤務している時間であって，運転時

刻表を基礎にし，出発地の発ljï l時刻から，到着地の到着時刻ま

での時間を来務時間として計算する。後述する突衆務1時間と の

迷いは ， L采務時間1 の中には便乗!待聞が含まれでいる点である。

2 便乗時間 乗車中の時間ではあるが本乗務ではなく ， 行




